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1. 所属構成員等
教 授 五味治徳
講 師 八田みのり, 黒田聡一
助 教 白鳥沙久良（4月〜1月）
客 員 教 授 James E. Parker, 山崎長郎
非常勤講師 波多野泰夫, 鈴木康仁, 大滝正行, 千葉栄一, 松田哲治, 山本尚靖, 片桐慎吾, 近
藤隆一, 用丸英則, 海渡智義, 横山大一郎, 山田眞理, 原田光佑, 米澤弥生, 林
捷, 鈴木貴規, 大河雅之 , 新妻瑛紀
大 学 院 生 藤島　伸
2. 研究テーマ
1) 口腔内スキャナー（IOS）の精度向上と臨床応用に関する研究  Evaluation of
accuracy in oral scanner．
2) CT画像からの3D FEMモデル製作システムの構築と標準化  FEM Model Construct
from CT．
3) CAD/CAMによる歯科診療の高品質化  Quality Control of Dental Treatment with
CAD/CAM．
4) アルミナ・ジルコニアセラミックスの生体材料における臨床評価  Clinical
Evaluation of Fine Ceramics as Biomaterial．
5) CAD/CAMによって製作されたクラウンの内面溝加工（MRG）を援用した接着強さ向上
に関する研究  Evaluation of bonding strength of CAD/CAM crowns with MRG．
6) ファイバー補強レジン補綴装置の設計と臨床評価  Design of Fiber Reinforced
Hybrid Composite for Prosthesis．
7) ファイバーポスト併用レジン支台築造のガイドラインの確立とそれらに付随する基
礎的研究  Development of Clinical Guideline for FRC Post and Core and
Basic Research of Post and Core Materials．
8) ショートファイバー補強コンポジットレジンの開発と臨床応用に関する研究
Development of short fiber reinforced composite materials．
9) 高強度CADブロックを利用したCAD/CAM冠の大臼歯臨床応用に関する臨床評価
Clinical evaluation of CAD/CAM resin crown for posterior．
10) オッセオインプラントのネジに対する力学的作用に関する研究  Mechanical
behavior of implant screw within mastication for implant structures．
11) チタン鋳造支台築造体の力学的評価  Mechanical behavior of post and core
made from cast titanium．
12) IPN熱可塑性レジンを用いたグラスファイバー補強コンポジットレジンの諸性質
Physical properties of glass-fiber-reinforced IPN (Interpenetrating
Polymer Network) thermoplastic composites．
13) CADブロックの機械的性質がクラウンに与える力学的影響  Mechanical behavior
of material properties on CAD blocks．
14) ラミネートべニア用接着性レジンセメントの諸性質  Optical and mechanical
properties of adhesive resin cement for veneer．
15) 歯質修復機能を付与した自己接着性レジンセメントの機械的性質と歯質に及ぼす影
響  Mechanical properties of self-adhesive resin cement with bioactive








Long-term color stability of light-polymerized resin luting agents in





Biomaterials Science），同研究センター（TCBC, Turku Clinical Biomaterials
Centre）のProf. Pekka Vallittu, Dr. Lippo Lassilaの指導の下，グラスファイ
バーを用いた歯科生体材料に関する研究を継続中である．
7. 外部・学内研究費
1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
〜2021, CAD/CAM製クラウンの脱離を防止する内面機械加工の開発, 新谷明一(代
表), 白鳥沙久良(分担), 4,420,000円, 2020年度, 1,300,000円
8. 研究業績
A. 著書
1. 五味治徳 (分担執筆) : 第６章各論Ⅲ．陶材焼付冠, 270-280, 矢谷博文，三浦宏
之，細川隆司，小川　匠，木本克彦，松香芳三［編集］, クラウンブリッジ補綴
学, 6版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021, ISBN 978-4-263-45856-3.
2. 1) 五味治徳 (分担執筆) : ２．クラウンの概要と種類, 5-10, 全国歯科技工士教
育協議会［編集］, 最新歯科技工士教本　歯冠修復技工学, 1版, 医歯薬出版株式
会社, 東京, 2021, ISBN 978-4-263-43166-5.
2) 五味治徳 (分担執筆) : ６．歯冠修復物と部分被覆冠 1. インレー，アンレー
2. 3/4クラウン，4/5クラウン，7/8クラウン 3. プロキシマルハーフクラウン，4.
ピンレッジ, 115-124, 全国歯科技工士教育協議会［編集］, 最新歯科技工士教本
歯冠修復技工学, 1版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2021, ISBN 978-4-263-43166-
5.
3. 1) 五味治徳 (分担執筆) : section 4. ブリッジによる補綴処置，1. ブリッジ概
説，2. ポンティック, 98-100, 石神　元 ほか［編集］, 冠橋義歯補綴学テキス
ト, 4版, 株式会社 永末書店, 京都, 2021, ISBN 978-4-8160-1388-1.
2) 五味治徳 (分担執筆) : section 5. 新しい医療機器による補綴処置，3. コン
ポジットレジンクラウンとファイバー補強コンポジットレジンブリッジ, 199-202,
石神　元 ほか［編集］, 冠橋義歯補綴学テキスト, 4版, 株式会社 永末書店, 京
都, 2021, ISBN 978-4-8160-1388-1.
B. 原著
1) 新谷明一, 横山大一郎, 黒田聡一: レヤリングポーセレンを焼成したジルコニアク
ラウンのフレーム形態に対するFEM解析, ◯歯産学誌, 2020; 34(1): 15-22.
2) 新谷明一, 新妻瑛紀, 白鳥沙久良, 八田みのり, 新谷明喜: 周辺環境と表面処理が
セルフアドヒーシブセメントとCe-TZP/Al203との接着強さに及ぼす影響, ◯接着歯
学, 2020; 38（1）: 9-14.
C. 総説・解説
1) 五味治徳: 歯科界の潮流『スポーツデンティストリー』スポーツマウスガード（解
説）.歯学, 2020; 107（春季特集号）: 68-72.
2) 秋山仁志, 坂元麻衣子, 八田みのり, 村樫悦子, 赤間亮一, 竹井　潤: 症例と対応
咀嚼機能の長期的な維持を考慮した部分床義歯装着者の義歯調整時に行う新たな客
















接着歯学, 2020; 38(3): 119.
4) 新谷明一，白鳥沙久良，新妻瑛紀，黒田聡一，五味治徳. 欠損部の広さが各種口腔
内スキャナーの精度に及ぼす影響. 第11回，日本デジタル歯科学会，学術大会，プ








実習書, 日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第2講座, 一世印刷株式会社, 東京,
2020, 五味治徳，八田みのり［編］.
